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Table　1　成人女子参考寸法（文化式）

1．緒 言

　パターンメーキングの基本であるウエスト原型を学生

に指導する際に，手直しの多い部位としてあげられるの

がアームホールであろう2）．それは，曲線の形が任意曲

線で関数としての定義が容易でないためである．一方，

アームホールを除いたウェスト原型の作図は，CAD化

が比較的容易である．それは，各部位の座標値が明確に

定義されているからである．現在市販されているウエス

ト原型の作図ソフトでも，個人の体型データを入力する

とアームホール曲線の連続性がない等の不具合が生ずる

のは希ではない．

　本研究では，アームホール曲線の関数化のために，多

数の被服構成指導者がイメージとして持っている曲線に

ついて検討した．

　検討の資料として，アームホール曲線を描く時に指示

点がある文化式と，指示点がない家政大式の対照的な2

っの方式を選んだ．

2．実　験　方　法

1．資　　料

　1）使用サイズについて

　成人女子の参考寸法1）より5サイズを選び，一般に広

く使用されている胸度式原型作図法である文化式（以降

B式と呼ぶ）と，短寸式原型作図法である家政大式（以

降K式と呼ぶ）の方法で，アームホール部分を除いた衣

服原型を作成した．　（Table　1）

　2）原型作図について

サ イ ズ

部　　　位 S M M　　L L L　L
5A2 9A2 13A2 17A2 21B3

胸　　　囲 76 82 88 94 100

背　　　丈 37．5 37．5 38 38 39

前　　　丈 40 40 41 41 42．5

背　肩　幅 38 39 40 41 41

背　　　幅 34 35 37 38 38

胸　　　幅 32 34 35 37 39

首っけ根囲 35 36 38 39 41

乳頭間の幅 16 17 18 19 20

乳頭下がり 24 25 27 28 29

肩傾斜（左右） 21° 21° 21° 21° 21°

　＊　服飾美術科・被服構成学実験研究室

＊＊　生活科学研究所

（単位　ca）

　原型作成にあたってはアームホール部を除いた原型の

各サイズのコピーをB式，K式の原型を利用している大

学の被服構成指導者に渡し，アームホール部分の作図を

依頼した．

　　　　　　　　　作成者数　　B式　　10名

　　　　　　　　　　　　　　　K式　　17名

2．測定方法

　検討部分は，B式とK式のアームホールの曲線部分と

した．

　1）ネックラインとバストラインの間を16等分し，アー

ムホールの曲線をバストラインに平行な直線で分割した．

（F三9．1）

　2）分割ラインにおけるバックアームホールと背幅線

の距離フロントアームホールと胸幅線の距離　さらに
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Fig．　l　A．　H分割方法 Fig．2　割合の求め方

アンダーアームホールにおける前後の斜線の距離をデジ

タルノギスで測定した．

　3）各測定点における平均値を求め，5サイズのアー

ムホール曲線を描いた．

　4）3）で得た曲線にっいて，分割ラインにおけるアー

ムホールと背幅線との測定値を背幅との比で求めた．ま

たフロントアームホールにおいてもアームホールと胸幅

線との測定値を胸幅との比で求あた．

　バックアームホールはB／A，フロントアームホール

はD／Cの計算により求あた．（Fig．2）

　5）4）で得られた5サイズの無次元化された割合の

平均値からアームホール曲線を描いた．

　6）標準体型9A2を基準として，基礎線の検討をし

た．比較した部位はセンターバックラインにおいてネッ

クラインからバストラインまでの寸法，舗胸隔アー

ムホール幅である．

　7）同一座標軸上でB式，K式のアームホール曲線を

比較した．K式を基準とし，フロントアームホールでは，

バストラインと胸幅線を合わせ，K式の分割線でフロン

トァームホールと胸幅線との距離を測定した．バックアー

ムホールについてもバストラインと背幅線を合わせ，同

様に曲線と背幅線の距離を測定した．

　①各サイズごとにB式，K式にっいて対応する分割点

における測定値の平均値の差の検定を行った．

　②同一座標系における平均値とサイズのグラフを作成

した．

3．結果および考察

1．変動係数にっいての考察

　各測定点は，ネックラインとバストラインの距離を16

等分した身割点であり，B式においての指示点とは一致

していない．

　また，B式とK式ではネックラインとバストラインの

距離が違うので1／16分割の長さは異なる．

　1）B式の場合

　Fig。3はB式のアームホールにおける各測定値の変

動係数（C．V）を表した．

　測定点bα　7は背幅線上の指示点にごく近い位置にあり，

変動係数は0であった．測定点Nα14はアンダーアームホー

ルの指示点にあたるので，変動係数が0になるのは当然

のことである．

　胸幅線上の指示点は測定点Na20とNa21の間にあり，指

示点での変動係数は0であったが，その下側にあたる測

定点Nα20に変動係数が大きく現れていた．これはアーム

ホール曲線が自然ではなく，指示点において少し尖った

状態で描かれていたために，変動係数が大きく現れてし

まったと考えられる．

　その他の測定点においては，変動係数が小さく5サイ

ズとも同じような傾向となっていることがわかる．

　B式においてはフロントアームホールの指示点付近の

描き方を指導することによって，より良いアームホール

曲線になると予想される．
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Fig．3　分割線におけるA．　Hの変動係数（C．　v）　B式

　2）K式の場合

　Fig．4はK式のアームホールにおける各測定点の変

動係数（C．V）を表したものである．

　アームホールに対する指示点がなく勘と経験によって

アームホール曲線が描かれているので個人差が大きく，

変動係数も大きい．また，サイズごとの変動係数にも違

いが認められた．変動係数の大きく現われている箇所は，

バックアームホールの測定点Nα　7，アンダーアームホー

ルの測定点Na　14，フロントアームホールの測定点Na20と

Na21である．サイズ21B3のフロントアームホールにお

いては，他のサイズと異なった結果が現れた．これは，

K式の原型作図において，胸幅は胸幅／2，背幅は背幅

／2として描かれているため，胸幅が背幅より広くなっ

ていることが原因と考えられる．
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Fig．4　分割線におけるA．　Hの変動係数（C．　V） K式

　また，B式とK式の分割の単位長（1／16分割の長さ）

は若：F異なっているが，K式においてもB式の指示点の

位置とほぼ同じ測定点で，変動係数が大きく現れている

ことがわかった．

　従ってこの周辺に指示点を設定することにより同じよ

うな結果を得ることができると予想される．さらに測定

点Na27とNα28では，目安になる寸法が与えられているの

でB式と同様に変動係数の値は小さくなっている．

2．平均値による作図の検討

　各測定点における平均値を用いてサイズごとのアーム

ホール曲線を描いた．

　B式もK式も平均値によりアームホール曲線をきれい

に描くことができた．従って，指導者は平均的なアーム

ホール曲線を持っていると考えられる．

　1；　ig．5．6．7はK式のものであるが，これらの3

サイズは背幅線との接点が測定点Na　7の近くに，また，

胸幅線との接点が測定点Na20の近くにあった．

　これはB式の指示点とほぼ同じ位置であった．

　K式のアンダーアームホールの接点は，B式の脇線の

設定の仕方と異なるため脇線より前方にあった．

3．分割線における測定値と基準線との比

　Table　2は平均値で描かれたアームホール曲線の測定

値を背幅，胸幅との比で表したものであり，5サイズの

平均値も求めた．
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Fig．5　分割線におけるA．　Hの平均値による曲線

　　　　　　　　K式　9A2

Fig．　6　分割線におけるA．　Hの割合による曲線

　　　　　　　　K式13A2

　アンダーアームホールにおいては，B式とK式の脇線

の設定の仕方の違いから比も異なっている．表中に※印

をした．

　測定点Na25，　Na26の位置においては，　K式の21B3の

LLサイズの極端に小さい平均値を除くとB式と同じ割

合になった．

　B式もK式もアームホールの形を造る割合がほぼ同じ

Fig．7　分割線におけるA．　Hの割合による曲線

であったということが推測できた．

4．割合による作図の検討

　無次元化されたデータKX，　B　X（Table　2）でサイ

ズごとのアームホール曲線を描いた結果，B式もK式も

前後のショルダーポイントで原型とのずれがあったもの

もあるが，どのサイズも描くことができた．

　1）B式の場合

　B式においては9A2と13A2は，ショルダーポイン

トが原型の位置と同じ位置にあった．　（Fig．8．9）

　17A　2と21β3は前後のショルダーポイントでほぼ同

寸法出すことによって，原型のショルダーポイントと同

じ位置になる．（Fig．10．11）5A2においては前後

のショルダーポイントで同寸法カットすることによって

ほぼ同じ位置になる．　（Fig．12）

　2）K式の場合

　K式においてはバックショルダーポイント近くで，不

自然なラインがみられた9A2のみショルダーポイント

が原型と同じ位置にあった．（Fig．13）

　17A　2は前後のショルダーポイントで同寸法出すこと

によって，原型と同じ位置になる．しかし，その他はショ

ルダーポイントで，ばらっきがあった．

5．基礎線の比較検討

　ショルダーポイントでばらっきのあった理由を検討す

るために，標準体型（9A2）を基準として，基礎線の

比較をした．（Fig．14）
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Table　2 分割点における測定値と背幅，胸幅線との比
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Fig。8 分割におけるA．Hの割合による曲線

　　　　　　　　　B式　9A2

Fig．9 分割におけるA．Hの割合による曲線

　　　　　　　　B式　13A　2
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Fig。10分割におけるA．　Hの割合による曲線

　　　　　　　　B式　17A　2

Fig．12分割におけるA．　Hの割合による曲線

　　　　　　　　B式　5A2

Fig．11　分割におけるA．1｛の割合による曲線

　　　　　　　　B式21A3

　Fig」4からK式とB式の図形の割合が異なっている

ことがわかる．

　B式では各分割点とサイズの関係がなだらかに変化し

ており，サイズに対する共通のルールがあると考えられ

る．

　K式では統一性が認められず，サイズに対する共通の

ルールの不足していることがわかった．このことは，無

次元化された割合のデータでアームホール曲線を描いた

Fig．13分割におけるA．　Hの割合による曲線

　　　　　　　　K式　9A2

時，ショルダーポイントが定まらなかった理由であると

も考えられる．

6．　平均値の差の検定

　1）同一座標系における2っの曲線の値の平均値の差

の検定を行った．　（Table　3）

　有意差の認められた箇所は，前後のショルダーポイン

ト付近，アンダーアームホール付近とB式の指示点の位

置付近であった．前後のショルダーポイントは，B式と
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Fig．14　標準体型を基準とした各部位の比

Table　3　同一座標系におけるA．　H曲線の値の検定

　　　　5　A　2
1点　　　B　式　　　　　K　式　　　農の

⑩．　　X　　＆O　　　X　　S．0　検定

　　9　A　2
B　式　　　　K　式　　艶の

XS』XS。D・検定
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K式の肩幅の設定の違いから，差が認められるのは，当

然のことと考えられる．また，アンダーアームホールに

おいてはB式には指示点があり標準偏差は0となる．従っ

て指示点のないK式との差の検定にっいては，当然有意

差が認められる．

　このような特別な測定点を除けば，曲線はきわあて類

似していると考えられる．

　2）同一座標系における平均値とサイズとの関係

　同一座標における1っの測定点が体型のサイズによっ

て変化して行くのをFig．－15．．16に示した．　B式はなだ

（146）



衣服原型製図の指導にっいてアームホール曲線

平

均

値

（an）

40

30

20

10

B　　式　　　　　　　　　　　　　　K
　　　　サ　　　　　イ　　　　　ズ

＊表中の番号は測定点である。

式

Fig．15同一座標系における平均値とサイズの関係（バックアームホール）

らかに変化していることがわっかるが，K式には変化の

大きいものがある．特に17A2，21B3のフロントショ

ルダーポイント付近に変化の大きいことが認められた．

しかし，その他においてはB式とK式のグラフが同じよ

うな変化の傾向を示していることがわかる．

　アームホール曲線には，方式にかかわらず共通のもの

があり，経験的な関数ができていることがわかった．
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Fig．16同一座標系における平均値とサイズの関係フロントアームホール）

　　　　　　　　　4．要　　　約

　本報においては，衣服原型のアームホール曲線部分の

関数化のために，指導者がイメージとして持っている曲

線について検討した．

　その結果

　1．B式もK式も平均値から5サイズのアームホール

曲線を描くことができ，指導者は共通の形を持ってい

た．

　2，K式においては，指示点を設定することで容易に
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アームホール曲線を描くことができると予想される．

　3．平均値で描いたアームホール曲線を測定点におい

て背幅，胸幅との比で見た結果，K式とB式の値がほぼ

同じであった．この事からK式とB式のアームホールの

形を作る割合がほぼ同じであったということが認あられ

た．

　4．5サイズの無次元化された割合の平均値から作図

した結果，B式もK式もショルダーポイント付近では原

型のショルダーポイントを通る曲線と同じ曲線を描くこ

とはできなかったが，その他は自然な曲線を描くことが

できた．

　この割合を使用して形が描ければさらに，容易にアー

ムホール曲線が描けることになると予想される．

　5．同一座標系における平均値の差の検定により，B

式とK式の指示点が同じ位置にあるとするならば，アー

ムホール曲線はほぼ同じ曲線になると予想される．

　6．同一座標における平均値とサイズとの関係のグラ

フからアームホール曲線は，方式にかかわらず共通のも

のがあり，経験的な関係ができていることがわかったの

で今後は，各サイズに対して統一的な変形操作を使って

アームホールの形を変えて行く方式を作るべきであろう．

　本研究の一部は，

て口頭発表した．

日本家政学会平成3年度総会におい

　本研究をまとめるにあたり，ご指導いただきました東

京家政大学赤見仁教授，実験にご協力いただきました先

生方，学生の皆さん深く感謝いたします．
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